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第48回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会茨城大会に出席しての報告をさせて

頂きます。平成 28 年 10 月 21 日～22 日 茨城県水戸市、ひたちなか市を中心

に 8 分科会、そして全体会と 7 施設（会場）を使用し盛大に開催された。富士

市からは松野顧問、深澤副会長、清副会長、渡辺家庭教育委員長、上野会計と

私、計 6 名での参加、静岡県東部 26 名中部 24 西部 22 名県役員 19 名の全 91

名での参加となった。静岡県は日本ＰＴＡのブロック分けで関東ブロックに所

属しています。その他参加の県、政令指定都市ＰＴＡなどを紹介します。 

・新潟県ＰＴＡ小中学校連合会  ・新潟市ＰＴＡ小中学校連合会    

・栃木県ＰＴＡ連絡協議会    ・千葉市ＰＴＡ連絡協議会 

・群馬県ＰＴＡ連絡協議会    ・さいたま市ＰＴＡ協議会 

・茨城県ＰＴＡ連絡協議会    ・横浜市ＰＴＡ連絡協議会 

・長野県ＰＴＡ連絡協議会    ・川崎市ＰＴＡ連絡協議会 

・千葉県ＰＴＡ連絡協議会    ・相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会    

・埼玉県ＰＴＡ連絡協議会 

・神奈川県ＰＴＡ連絡協議会 

・山梨県ＰＴＡ連絡協議会 

・静岡県ＰＴＡ連絡協議会   16団体で関東ブロックが構成されている。 

今回、茨城大会には約 3000名のＰＴＡ会員が集まり研究大会が行われた。 

私が出席した分科会「地域のたから」へのメッセージ～子どもたちを中心とし

た社会のつながりを考える～講演者は（株）鹿島アントラーズ社長 井畑茂 氏 

演題は「鹿島アントラーズが地域に果たす役割～愛する子どもたちへ贈るメッ

セージ～であった。プロのサッカー選手が地元幼稚園、小中学校へ毎年訪問し

子どもたちに自分の持っていた夢を語ってくれるそんな機会を会社が率先して

作り、地元と密着し地域と共に子どもたちを育んでいる様子が伺えた。鹿島ア

ントラーズは当初Ｊリーグに 99％入れないと言われていたそうだ、残り 1％の

可能性を地元と協力し合い情熱と地元愛により参入を実現されたそうだ。それ

は並大抵の努力ではなく、企業と、地元の子どもからお年寄りたちの理解とサ

ッカークラブを愛する情熱によって成し遂げられたそうだ。事例発表において

は新潟市立鏡淵小学校の芝生がつなぐ学校と地域～グランド芝生化の試み～が

印象的であった。今回得た情報を富士市ＰＴＡ活動に役立てまいります。 

                                 以上 


